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くて，相さからった觀念さへも起こさしめることがあるものである。即ちわかると云ふ事も
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上に云った樣な簡単な順序丈で必ず終わるものではないことを知らねばならぬ。
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故にわかったとは語と事物の觀念とを結び付けたことである
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。之を通常其語の意味が知れ
たとも云ふ。意味は其語が有してゐるものヽ如くであるから，語に意味が有る
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と通常云ふも
のヽ，實は語の現象としては音聲にあらわれた丈のことであって，其音聲自身に意義が必然
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
的にくっつてゐるのでない
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人の力であるといふことになった























































































 （1807 ‐ 74）
ウィルヘルム，フォン，フムボルト ヴィルヘルム・フォン・フンボルト
（Willhelm von Humboldt） （1767 ‐ 1835）     
エスペルゼン（Jespersen） オットー・イエスペルセン（1860 ‐ 1943）
フランッボップ（Franz Bopp） フランツ・ボップ（1791 ‐ 1867）
デルブリユック（Delbrueck） ベルトルト・デルブリュック（1842 ‐ 1922）
ボェートリンク（Böhtlingk） ベートリンク（1815 ‐ 1904）
パウル（Paul） ヘルマン・パウル（1846 ‐ 1921）
シラヘル（Schleicher） アウグスト・シュライヒャー（1821 ‐ 1868）















（一）單意語（又孤立語，孤獨語   isolating language）
（二）添着語（又粘着語，添着語とも人は云ふ。agglutinating language）
（三）曲尾語。（又屈折語，屈曲語。inflectional language）
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藤岡勝二著『國語研究法』にみられる社会言語学に関わる言説について
現代言語学では，孤立語，膠着語，屈折語という名称は，すでに定着しているが，上述した文
から分かるように，明治40（1907）年の段階では，この用語は定着していなかったことが窺える。
ここでは，藤岡が，單意語，添着語，曲尾語という用語を第一に記していることに注視したい。
さらに，前章で少しふれたが，特筆すべきことは，「言語学」という用語を文中でも用いながら，
藤岡はあえて「国語」という名称を用いた『國語研究法』という研究書を上梓したことである。
その後，藤岡は，概ね学校文法に準拠した『國語法敎科書』を刊行している。当時の国語教育者
には好評であったかもしれないが，内容をみる限りでは，藤岡が，すでにこの頃には，国語学に
言語学，とりわけ，現代の社会言語学に相当する学問分野を導入することを諦観したことが窺え
る。東京帝国大学文科大学言語学科主任教授藤岡勝二は，当初の理想として，国語研究にも言語
学の理論を注入しようと試みたが，このテキストを作成した時点で，「国語学」と「言語学」い
う二つの学問分野を独立した研究対象として峻別したと考えられるのである。
なお，上記のシュライヒャーの三分類法では，中国語は，単意語に属して，鉱物や結晶のよう
であり，インド・ゲルマン語―現在は，インド・ヨーロッパ語族が一般的である―は，曲尾語に
属し，動物のように活動のある言語ということになる。そして，この思想の流れから判断すると，
中国語は，言語の発達段階で最も遅れたものになる。『ダーウィン理論と言語学』という書物が
刊行されたとおり，当時は，まさにダーウィンの進化理論自体が，正しい思想とみなされていた
ために，言語有機体観という桎梏から脱するには，次の時代を待たねばならなかったのである。
5.　『國語法敎科書』との比較
本章では，藤岡が1907年に刊行した『國語研究法』から 8 年後に，文部省認定の教科書になっ
た『國語法敎科書』の内容を掲出し，前著と比較してみたい。まず，藤岡（1915）の冒頭文を掲
げることにしたい。
總説
（一）言語は人の思ふことの音聲に表われたるものにして，その思ふことを他人に知らし
むるを目的とす。
世界の國ゝにはそれゞの言語あり。何れも，これを，某の國語と云ふ。日本の國語を，わ
れ等は，單に，國語ともいふ。
（二）文字は言語を書き表すに用ふる符牒なり。かくて，これを列ねて成せるものを文章
といふ。文字・文章も，また，國によりて一樣にならず，それゞその國字・國文あり。
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（三）わが國文に用ひ來れる言語と，談話に用ふる言語とは，
旗赤し。　　　　　　　　　　　　旗ガ赤イ。
水流る。　　　　　　　　　　　　水ガ流レル。
我は知らず。　　　　　　　　　　私ハ知ラナイ。
いづくより來りしか。　　　　　　ドコカラ來タカ。
問ふとも答へざるべし。　　　　　タヅネテモ答ヘマイ。
などの如く，その形を異にすることもあり。よりて，この二つを区別して，一を文語といひ，
一を口語といふ。
（四）およそ言語には一定の法則あり。この法則を語法（又は文法）といふ。而して，文
語の法則を文語法といひ，口語の法則を口語法といふ。わが國語の文語法・口語法をあはせ
て，これを國語法と稱す。
上記の（二）の「文字は言語を書き表すに用ふる符牒なり。」という一文に関しては，藤岡（1907）
が述べた言語の恣意性を想起させるが，他の個所は，テキストということもあるが，特に言語に
関する理論を説明しているわけではない。
次に『國語法敎科書』の目次を掲げることにする。
目次
第一部
第一章 文と語　主語と述語
第二章 名詞
第三章 代名詞
第四章 助詞
第五章 用言　形容詞の活用
第六章 動詞の活用　その一
第七章 動詞の活用　そのニ
第八章 用言の活用語形
第九章 助動詞　動詞と助動詞との連結
第十章 助動詞の活用
第十一章　助動詞と助動詞との連結
第十二章　活用連語
― 48 ―
藤岡勝二著『國語研究法』にみられる社会言語学に関わる言説について
第十三章　形容詞的修飾語　形容詞的修飾連語
第十四章　副詞　副詞的修飾語
第十五章　副詞的修飾連語
第十六章　助詞　接續詞
第十七章　概括
第二部
第一章 語の構造
第二章 品詞の傳成　語の傳用
第三章 活用連語の意義用法　その一
第四章 活用連語の意義用法　そのニ
第五章 體言用のものと助詞
第六章 助詞の用法　その一
第七章 助詞の用法　そのニ
第八章 助詞の用法　その三
第九章 並立・連立・修飾関係
第十章 單文　句　複文
第十一章　重文　文の成分の省略・倒置
第十二章　文の叙述體
第十三章　概括
上記の『國語法教科書』から分かるように，品詞の基本的な名称は，後の橋本文法に倣った現
代の学校文法と比して，そう変わりはない。現代の学校文法の品詞は，概ね名詞，代名詞，動詞，
形容詞，形容動詞，副詞，連体詞，感動詞，接続詞，助詞，助動詞に分類されており，昭和18（1943）
年に橋本文法を根幹にして制定されたと考えられてきた。しかしながら，藤岡（1915）は，かな
り以前に，こうした後の学校文法に酷似した文法書を著していたことも特筆すべき事項といえよ
う。
6．おわりに
藤岡の目指した国語学における言語学，とりわけ社会言語学の受容という思想は消滅し，上田
萬年の国語研究室は，全く別のベクトルをもった「国語」という理念を有した学問を進展させて
いくことになる。藤岡は，近代「国語」の成立において，保科孝一，岡田正美とともに重要な役
割を果した。そして，彼の才を認めた国語学の泰斗上田萬年によって，東京帝国大学文科大学言
語学科を託されることになる。上田の弟子を中心に言語学会が創設され，八杉貞利，新村出とと
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もに，藤岡は言語学の樹立にも尽力して，やがて，「博言学」から脱した，新しき「言語学」を
樹立しようとする。最新の言語学の知識に精通した藤岡は，この言語理論を国学とは異なる「国
語学」に導入しようとしたのである。このような藤岡の言語思想があったことは，藤岡の論文に，
上田，新村や八杉が残したような国学者を扱った論文がないことから窺うことができる。その後，
ほぼ現代の学校文法に準拠した『國語法敎科書』というテキストを刊行する。彼が想定した理想
の新しき国語学とは，国学に依拠しない言語学の理論と融合した学問であったはずであった。し
かしながら，上田から東京帝国大学文科大学言語学科を託され，上田の理想とする言語学と分岐
させるためにも，「国語学」に通じるテキストとして，現代の学校文法に準拠した『國語法敎科書』
というテキストを刊行するのである。このような経緯に鑑みると，藤岡の思想の変遷を理解でき
る。藤岡勝二の理想的な国語学は，このテキストの刊行によって終焉を迎えたといえるであろう。
註
1 ）当初は，『言語学原論』という題で，京城帝国大学にいた小林英夫の翻訳で刊行されている。なお，小
林も東京帝国大学文科大学言語学科出身であり，藤岡の数多いる直弟子の一人である。
2 ）石川（2014）の書名は『金沢庄三郎』となっているが，拙稿では，一般的な名称であり，旧字体を用い
た「金澤庄三郎」とした。他の個所も，旧字体を用いている場合があるが，これは当時の言語状況や社
会的背景を知るためには，できる限り，当時の字体，表現に改めなければならないという筆者自身の持
論からこのような表記にしたことを付記しておきたい。
3 ）この後のシライヘルの下線部は藤岡本人が引いたものであり，上段には，各文章を端的にまとめた語句
がちりばめられている。ここでは「シライヘルの分類法の運命」と記されている。
4 ）本文は，すべて藤岡（1907）を引用した。
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